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■Lデ 己 吟 . ～ も 判 宰 も8も･宮早凸g守E、BL ー9F■Lﾛ哉竺歯型一夢一

L､､､受験の動機〃．．：…．”訳．….…．

.、.直接的な動機は98年6月に現在の職場である知財部に異動できたことによる。元々 ，

特許の仕事がや.りたかうたものの,:バブル期という･こともあり勤め毛いる会社に入社
して8年ほど開発の仕事をしていた。その間弁理士受験には予備校があるということ

も知らず,鯛異動して初めてどの受験界と関わりを持つことになったと言える。

畠，9…主．．‘‐，』凱戻一（裳．『I．』I‘､,弓i・fiA，

2．勉強の仕方§､。。'&“1．.~．,畠,．‐、‘畠、聡，

①他の受験者によって多くのことが開示されていると思うので，細かいことは述べな

いつもりであるが》､仕事をしながら1回受験で合格できた経験は多くの方に参考にな

ることもあると思う。従って，時系列的にその時何をどう勉強していたかを述べたい。

・,（0）基礎講座の申し込みまで～98．6，．、．；.鰯鮮t侭．』･'9～

．社内で異動後すぐに異動者のための研修が始まり蜜,..そこで現在も色々 アドバイ

畷スを頂いている方と知己になることができた｡､弁理士試験は難しい試験と知って

いたため，踏ん切りがつかなかったが；その知己になっていただいた方の中から，
■P

早ければ早い方がよく；しかも今は申Iし込むには絶好の機会だとアドバイスされ

－その気になり，基礎講座を申し込むに至った｡.おそ・らくどの異動の時期が1月で

．‐も遅れていたなら，今年合格することはなかったと思う。そしてこの時期は勉強

ではなくその準備で忙しかった。例えば家に勉強机もなかったので，7月の講座

･開始に間に合わせるべく家具屋に走った｡‘また後戻りできないように,基本書は

,一すぐに使わないパリ条約講話等まで，ほぼフルセットで揃えた｡‘更に,:､会う人会

塞：夫･う人に弁理士の勉強を開始するという話をして，途中で勉強を投げ出せない様に

仕向けた｡剛こっそり砲って受かれば格好いいが,蝿員の試験はそんな甘いものでは

1－．ないと思う.｡軍･た．。1．噸一報鍾一瓢蝿罰翼ス.}-W劉唇“i‐‘;』

･謁（1.)鑑礎講座の始まり～9．．8．．7一等8煽吠，?"“・識2詞識嗣手－1．．狸，
DB 命■■b

やk・＄、基礎講座は最もためになった講座であった｡､半田先生の講義はわかりやすく，

－31－

……､、，'.‐獅聡‘－､診画、･･･》．．､』一’~‘,馳蝿必、藩'--‘号』ｻ厚ハ酎揖‘鰯珊翠1鶏唖

計〔受験〕i1回〔年齢〕34歳〔職業〕会社員〔最終学歴〕東工大･:院:応用物雲修了

.〔選択科目〕恥①制御工学,②測量学俳③原予核工学，，．！、‘へ．‘‘￥慈曹。

．!〔受講講座〕基礎講座-基礎答練か論文答練,多技答練、‐ム6‘－．

PJ恥

■■

蕊。'’茸,j･患･職I〈'零扉，哩興鴬,溌学｡‘，

墨,猶いわ‘趣がとしひ道'.；I宮慾智電、f_=･測宵
もゅ

‘5，男言プ承､‘禾u･雇言（東京〕叱り難.豊瀧§

篭蝉塾_i,､’鋤.,‐、！､{ー‘.-‘i琴J齢.皇''α緋賑’

圃慰典・1，－ビヘ!:湯電.,細織房餓i為‘
q■●｡÷＝ f－

ぼけも君啄．．．、B〆－㎡爪蛾&・1－、や、.。"】0．韓哩一一，

爵野〔受験〕i1回〔年齢〕恥34歳〔職業〕会社員

●

出と凸



しかし,-’

遮

るのには:3時間は優にかかる。し灘メ3通だと平日,3日分である。基礎講座の予

習復習もあり，残業する日もあったため結局書き書き殺法の最終ｴ蕊：霧迄薯り

ぜ‘劉着くレジメは毎週1枚あるかないかであ:った。之麓山を張ってそ量嬉は勉強する

：.融雪ということは決してやらなかったb是れでは本末転倒だからであるq,基礎答練の

獅凡成績は,1週おきに名前が載るか載らないか‘ぐらいのものであ,ったが,::載再非時は

罰』励みになった｡また答練後の菊池先生の講義も》._銀証ン.卜を押え蚕おりどれ程助

かったかわからない。この時期かなり無理をしていたのであるが,講座Q履修で

鯉,i‘q迷ったのはこの基礎答練だけだゑたので,運命を変えた講座と言･言,頭よいだろう。

‘.咽’基礎講座は相変わらず楽しく受けさせていただいた。たZhj:特奇実→意匠宗商標

部.胃と科目が変る度毎に次の科目が難しか_ゑたら:どうしようと脅えていた｡．逆に言え

爵'用ばそれ程理解していたのである｡.､勿論11,テス.卜も書き書き殺法で杢気で臨んでい

琴j‘城｡．この小テストを侮ると大変後悔すると思う｡今現在肇妙寵いる人剛雄うい

I－ふう.ことをアドバ．fスしたい。また半田先生が講座の中で基礎講璽Q特許法が終わ

‐K‘ったあたりで選択科目も始めた方がいいという話壷され燕県鋤捗る｡.錐?て，

ー必10月から測量掌の勉強を始ぬた｡まずI測量〈上.qfr)佐島秀未_α新義春男著

ふ､:コロナ社」を初ぬから通読し重いったd琴』蛾’”，鋼趨雛綱濯謬l{職諦

この時期の勉強時間は平日3時間×5で15時間，土日は合わせて15時間と，週

蕊：で30時間ぐらいであった..さすがに講座も増扉選択穏恥勉強し始め左IDで土日

｡=､‘､の時間を増や､したのである。尚,4選択科目はu月から制御工学も始めた。．『詳解

穴．;自動制御例題演習.山口勝也蓋亨亘ナ社』を漁1胸.勉強式るのは毎週日曜の

峰＆夜,､測量と制御で2時間ずつであった。このぺ斎〆は多技前の9蝶3.月まで変ら

割』なかった｡息さすｶﾐにこれ以上は増やせないと:いうのが実汰蚕あ。なが･.鋤､

（3）半田ゼミの始まり～9.8聖12．．．．:r琴識．蛾圏謝I唖職裁iJ-･総溌を‘'蝿

彦，，12月に入って念願の半田:ゼミに入ることができたg毎週土嘱の守後とLIAうこと

もあって，そんなに負担にはなら式基礎講座の補講と.いう感も鋤.楽iし（過ご

罰させていただいた。また,雫fゼミの教科書ということで初めXrサプノ‘弓hを買った。

ただし，これを上級者が持っている差し替え式のレジ〆・にするこ:とは結局なかっ

た｡｡どうも僕はコピーでは勉強する気が起きず,.コピーしたり.作寡.たりする時間

芋溺がもったM:い､と考えたため,‘2次試験が終わ[るま簿ｻ夢ゾ寅伽職しか持って

鳥‘.いなか.っ.た｡.でも受かったf､で,星れで十分だったのだろうα勉強は,'基礎講座

の予習復習の基Zi零書し〈ジメ読み』I､基礎答練の予習の書嵩書き殺購:髪し‘工手田ゼ

交一ミ､の予習復習:と日曜夜の選択科目という0所であ『つれ半唖鼠‘熱際調①ﾕ

ｰー 蝿甲また拠基礎講座の小秀ス.h；基礎答練も山を張らま全力投球潅尋たこと陣いう

、'iまでもない｡-‘雪蛤騨･弾謹蕊感繊愛.蝉畠難域聴圃澱ご'伐縁渉魁錘蛾愈蝿逮縛

巽固,‘』あと；正月休残は年末に改正本が発売されたので,.そればかn読んでいた。こ

－33－．

の時期は異動者の社内研修が都心で行われ，通

礎講座の予習復習中心で，基礎講座前後の日に

通読を条文と照らしあわせながら行．た。また，

がら初めから読んでいた。これは半田先生のア

毎回楽しいものであ

うにも不便はなかつ

当該範囲の吉藤の通

それ以外の日は吉藤

陸と

った。更にこ

た。勉強は基

読，レジメの

を条文を見な力

ドバイスで，毎日83時間読めば吉藤は1タ月で読み終えるということからである。

読み終えるのに2ヶ月かかつてしまったdまたガ初級ゼミに入れなかつ

基礎講座で行われる小テストの成績上位者に認められる半田ゼミ入ゼミ

るべく，小テストは死にもの狂いで臨んだ。具体的には皿見て→覚え→

いうことを試験範囲のし.ジメの各定義趣旨で5回程繰り返した、(以下，

き書き殺法という。）6･初めは丸暗記で，一宇一句間違えないように覚
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I爵“たため，

資格を得るべく，

書き，と

これを書

えようとしたため，非常に苦労した。しかし，この非効率的な作業で趣旨の構造

・劃･がわかってきたのであるから不思議である。そのため，この最初の小テストの成

‘"・績上#位者に名前が載った時は,『最終合格以上に嬉しかったかもしれない。これで

少しはやれるかもという自信がでてきたからである。鼠“域－，－:．,．‘jご蚤s’

また，この時,･法令集は53版しか出ていなかったため，改正法は対照表を見な

がら勉強していた。しかし，効率が悪いので53版に改正法を全て書き込んだ。も

ちろん青本にもである。こうすることによって，どこがどう変ったかfすぐにわか

.＃るjその作業は非効率的だが，この方法は非常に勉強になわた。僕は短期合格の

．.｡最たる者だと自分でも思うが，やっていたことはどれも非効率なものである｡,け

'JRれども；..すごく良かったと思う6急がぱ回れである。･･鞠。を患_‘畠､:,；コュ鰭．

この時期は平日3時間×5で15時間，土日は合わせて10時間と》週で25時間ぐ

らいの勉強時間だった｡‘今思うと少ないが,、まったく法律の勉強をしたことのな

~電．い人間にしては，最初からコンスタン,ﾄにやれたのではないかと思う。ただ，勉

と'4，強癖がつかず,､‘この頃は音楽を聴きながら勉強していた｡『'､,､‘‘一画！

』（2）基礎答練の始まり～98．e←1．1，．．f ＞兄需，‘'14W8，．J

》僧19月に入ると社内の研修が終わり扉勤務地に戻って実務に入づた｡』更に迷いに

躍郡迷ったあげく基礎答練にも参加することとしたのでダ週2回都心に通わねばなら

鍛識なくなった。仕事では日々 新じいこ･とを覚えねばならず,､帰・っても勉強しなくて

昼稚･蟻ならず，ペースもつかめず,こス:トレスから39度以上の発熱で勉強も会社も休むこ

会人とが度々 あり〆更に原因不明のおできが頭にできたりと最も苦しい時期であった。

認抽：勉強はい）晋に誠ラス･して,《基礎答練の予習復習も加わ式たご胃基礎答練では必ず

鶏蕨《3通のレジメが事前に配布される｡1従って例によって書き書き殺法が作裂するこ

とになった。具体的には，条文を参照し理解しながらレジメを通読記レジメを見

ずに問題だけで答案構成→書けなかった所をチェーックー莞さっき書いた答案構成を

‘溌見ながらレジメ全文の再現→何も見ずにレジメの再現,．:である。これを一通りや
－32－
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,ﾍ'1k､特許法まで読み終えること力蒲きた｡更にGW中に範脇嶋拠目産織t;摸試で
．；l塗.30点惑五とることが云誠｡:多枝答練も参加し画1純螺曾の時は最高霧も20点
二W雲瞳.いかなかったから,,大した進歩だあ愚。この頃隣うま鯛郷説も.し力すると
謎聡多枝合格できるがもL‘れないと思うよ:う砿熱て緋｡.:蕊し蕊:､G唯はiI噸I別2
‐・巡でチェック.した数の多い条文を卿雌して第1回目の条爽｡読み込錐行った。

篭’このあと模試を再〔X受け.”だが,節点鯛信は確信f,､酸ｧ熟洩齢.蕪の後
…3巡目の範囲別.多技答蕊の問題模試の問題等鰍ぼ過去剛f;ﾐﾙ至)蕊しを終
て次､えた｡また,､会社の描刷読脈いた静も嘘謙諦終紙黙ができた。

" 凸

或，.この時点で多枝前1.週間五あった｡』溌錘､鋤藍､織剛騨剛‘球．品.:．

"‘I&，蕊この多枝1週間前から.会社を休む畠とがで；さ;全勲輔ﾙヂ竃を側蟻に集
寄‘，.中させた。短っ.たのは,､午前中条約の責本代わりにパリ条約講話を読み,午後の
思自多枝本番の時間に合わせて舘度別の過去問をやり,‘w夜は間違えた点囚沃ニックで
'(・・r座法への書き込残と更なる過去間つぶしであった｡.:岳して本番2日前から条文の

最終読み込みを行い，当日を迎えた。 。"峰1忽､或辱

1．錐勉強時間は零日1時間増やし:て週で35時間ぐらいである効､q選択科目は4月
‘v,－4の半ばぐらﾙ)で,:さす餌にほっておいたq､またL週間と;砿休みの際健,1日10
J制，時間少しといゑた所である｡《JJ星､…‘&野I渉＞縁､識､，§罰，,.#"罫蝉綴溌

（6）多枝試験骨9．9．，5．3．0'域到湾穂垂;工-劃,c，，､_詮魚辿．倉､.,勧一》

･敦本番は会場には早目に行き,､最終的に書き込ん脚法を藷ェ靴鋸していた。正
の字の多い所と193条あたりが最終チェック項目であった。LIit:､､識湖,sl脳）‘

ぽぶc･試験は予想より過去間が多く,模試より簡黛驚なあと感賊q,きた,FGTの規則

:4，に関してはまったく･勉強していなかったので伽迩D壬のマニア問題も今年は少な
翻燕く，.僕には案運だ！Qた･終了篠I蛎放感』こ溢れﾙ糞ﾐ,の人達と2鯛ぶり1こ酒を
垂‘飲んだのだがj’とてもおいしかった｡更に壬鳥足で帰っ.で代々 木塾に電話し，こ

撚瑚P:そ,り書き写した答えを合わせ揮鞭と蒜芦騰点より上鷺びっくり‘したgこの
雪..I(職時は本当に嬉しかったQ翌朝各最備技に確認してみると,:やはりボ零ダ宝より点

'食膳が良く合格を確信した｡Iこの年ポー 父-39点で,,自己採点X?鯉0点だった。‘
．9

（7）2次試験まで～99．．6－7．欽琴診噸魁縦離鍬jI淵瞳&蜘職蝿．‘
錦忌諒鯉しかしな力泌,ボーダ黄上り』､点程度上では不実で必須科目に身が入らなかつ

‘蝉こた。そこで,多枝の合格発表ま霜は,…やってい榊鞄た選択科目の原子核をやる

蝿､ぷことにした。2週間程度はこの原子核のみ毎日惣豆ていたQ救ったのは某Pラボ
－35－
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蝿のである傷まず，
枝は4.法にチェックI

節’1期．集に切替えた。多枝の勉強法は､よく言われている通り
囲別の過去間集を1回通しで漁った。もちらん間違えた

と

の時に2回も読めたので後々楽であった。この時も条文は常に参照していた。 .法にチェックを入
■■■

（4）論文答練会－9．961－3．．
年明けの答練会の参加はj迷うこどはなかつ｡た。なぜ姪ら98年内の勉強により

、、理解度がかなり上がうでいる:というこ．とを実感できたためど,､半田先生の基礎講
、座でのアドバイスに従づだためである。そのため代々木のゼミの上級者と差しで
．…勝負したいため，かなり早く･申し込んで,そのゼミ生達と同じ教室で受けること

－34.一

なる,ようにした。麦た』清本は唖降れ,､正の宗を書き動‘:何回その条文を見たかをわ

,‘U苫.r会社のぼき帰りに読むよう'にし燕｡:側:これ:でGW突

へ,･1k､特許法まで読み終えるこ:と力蒲きた。更にGW中

人前に,霜鯉捌をJL巡LP.:責本Iま

熱
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にした。．．；も．。‐．'．．．、

結果についてだが,長丁場のためi良い時期もあり悪い時期もあった6最終の総
合成績は名前が載ってなかづたので正確にはわからないが40%Q番弱ぐらいであ
った。当然こんな成績ではいくら合格者が増大している最近でも最終合格できる
可能性はかなり低かったであろう｡しかし，何故だかわからないが，この頃から
合格できそうな気がしてきたのだった。おそらく，①答練会の1回目にまぐれで
1問だけ名前が載ったこと（答練会で名前が載ったのはこれだけ)で;運が良け
れば1年目でも点がとれるという･ことがわか二づたこと，②少しずつやっていた選
択科目の2科目ども上記の入門書を2月中に終わらせることができたこと,③基
礎講座も2月に終わり，もう初心者ではないと思えたこと等がその理由になるだ
ろうか。．・・・．．・・

、勉強の仕方としては，基礎講座が終わるまでは〆基礎講座の予習復習の基本書
レジメ読み，半田ゼミの予習復習と日曜夜の選択科目という所では変らなかった。
変化があったのは答練会の予習復習だが，さすがに基礎答練と異なり範囲が膨大
すぎて書き書き殺法をとることができず，ひたすら肱ジメの理解に励んだ。僕の
勉強法は非効率的であるが，それは理解を深めるためのもので暗記のためのもの
という意味あいは薄いと思う。従って，レジメを回すという一般に言われている
ことがまったく理解できないままであった｡．いまだにその意味はわからない’も

価
む

5

しかするとレジメを回しでいたのかもしれないが｡:ミ・
勉強時間ば前述の通り週30時間は変らなかった｡.また測量はこの頃から

士補受験100講中川徳郎・土橋忠則-山海堂｣･をやり始めた。：津

｢測量

.（5）多枝試験まで－9－9．4一・5：．”』、…．、
4月に入ると本試験申し込みの季節となる。僕は早い番号をとるため,会社を

半休して特許庁に直接願書を提出した。なぜなら，合格発表は番号順のため，早
い番号の方が早く結果がわかるだろうというものであった｡…
この時期は4月の半ばまで論文答練会があるのだが,4月に入っでからは論文

〆･必須の勉強は~切しなか・っ先d逆に3月中から多枝答練が始まっても3月中は－111

切多枝の勉強はしなかった。すなわち4月から完全に切替えたのである。また，
＆それまで53版需愛54版の法令集を使っていたのだが,ここでPATECHの4法対照法文

鋤

I



法は2問ともそこそこ書けたのではなかろうか。この日あの犠購
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.･･紳津:本番は;近くに宿を借りてそごから会場に通った｡やはり集中できるのでこれ
．･･.は良かったと思う｡.しかし,．どうにも会場が署かIFった｡:昨年の2次を受けた方か

．．：らクーラーが効きすぎで寒かったという.話を聞いて,…少し厚着して行．たのだが，

とんでもなかった。ただ,僕は夏生まれで運動部出身のため;,相対的侭は郁1な
，のレジメ､と「現代原子力工学-､,大山，彰著蓬尤涛ム社」であったb･あと日本原

蛇■H

1Y,子力振鄭#団のパ:ﾝワレLツトと知恵蔵も参照じた｡騒園X癖言調去駈①臆捌 日10時間程度蚕あった。‘.；無環境だったかもしれない。この､L,週間前の勉強時間は；1

（9）2汝試壷鱈溌‘頓醤#蝦よむ裁Cir鐘§壁．エー藍:蝉鍬‘＆喜養函或廊＞丁僻?､う．そして6月の後半合格発表があり,i本当に多枝に合格する．こ・とがで評必須も
:､唾本格的に勉強し直すことどじた。この時期最初はし”;を読む漣けだ曇潅のだが，
増どうにも憶えだ感じがしなかった。ゼミの先生のああ死にも:の狂いでjFlるしかな
熟,帆いというアドバイスのたbfX･いちかばちか,;.また書き書き殺法がjWi苓裂鞠る}ことに
』。､なった。具体的には,‘条文を参照し理解しながら:ﾚﾋ該ﾒを通読→レ域ﾒを見ずに
．;;･･問題だけで答案構成蕎書けなかづた所を誌エッ｡久;ぬここまでであ:詞推1..これを
。残り1ヶ月少じでサプノー:卜3冊のほぼ全馬てのレジメでやった6時間はぎりぎり
：訳:間に合ったとい:う感じだった｡‘また仇選択科目も途中でほ÷1犬測量裳も､1．00講
・・を何とか最後までやり,::制御工学惹某Pラボの通信講座に急遼現じ込み,最後の
”：詰めを行った｡.その後各選択科目は過去間を行っ‘たのだが,､5どうにも測量学だけ

は2－3割しか解けず,一番長く勉強した選択科目にも関わらず本当に失敗した
訳と思った｡､4月の本試験の申し込み時に選択科目は既に決いており途中の変更は
：できないのだがダ本当に不出来に泣けてきたb:輿制御や原子核は既にある程度理解
.~できており，必須は相対的なもののため,今年落ちたら測量学のせﾙ1だろうと思
《､爽倒っていた｡.しかし，これが思いもよ・らぬ結果にな＃るとは自分垂も予想し壷いなか

ったのだが。“ざ･永戦壷日舞．‘感#審患憾醗凄緬繕,‘《ザ弓｡飴巳

磯半汰:1日目の特許法・鯛目からたfくさ池書かせる問題でiw時剛漉く虹君,胸僕Iま賑

或癖,2問をきっちり1時間ずつに分けて解答するタイプなので，ここ霧か猛りパー ツ

最誠久にな.った鼠さらに2間目カミピジネス埠量ﾙ特許囚間露で熱,‘域蹴漠?白だ つ

職た。両方1ともわかる所だけを正確I馬書いたとい_う感じ笈ろ勃恥また,実用新案

なレジメは1つもな｛‘､という有り様だった｡私輸’93ﾉ撫堵鴬鰐識錐v鰹診

の2間目がな

砿:ければと思ったが,:答練会ではよく､､や氷こ.となの蚕あまり気に留めなかった。
■画

,鵜:・2日目の意匠法は僕ぬよう趣改正法ｶﾕら裳ん溝人間鴫とって侭､非裳に有利な

‘・問題だったかもしれない。また，商標法の1間目椛鋤有利だ『g『た雄:2問目

皇胤で蹟いた。事例問題で時間が余ったため考え直したのだが，専用横と禁止権の誤

噸りに気づき．書き直したのがいけなかった｡I更に時間切れ寸前でもう一度見直し

たら，初めの方が正しいことに気づいたので，急いで書き直した。また，条約は

1間目が基本問題で良かったが，2問目が多枝の様な問題だった。この時初めて

見た条文もあったぐらいである。この条約が終わった時点でかなり疲れた。次の

日の原子核は昼からなので，少し休めた。。‐…

3日目は原子核，4日目は制御，測量とどれも思いの他よくできた。今までの

どの過去間より本番はうまく行った。特に一番できないと思っていた測量が最も

点が高いのではと思えた程であった。点は,､原子核80点，制御が75点,多測量85点

ぐらいだろうか。どれも傾向は前年とほぼ同じで，得点しやすいのではないかと

、．'思う｡:多分来年も変らないと考える。

（10）その後

2次試験後,』代々木の木曜中級Aゼミに受かることができた。つまり,-それだ

けの実力が1年で付いたのだろう｡｡また，口述についてだが，2次に受からなけ

れば気にも留めないと思うので,．多くは書かないが，なめるととんでもない目に

あ.うだろう。、：淀,,．,、；I醤．．.．』

2次合格，最終合格は嬉しいというより，びっくりした。本当に1年少しの勉

強 で 合 格 で きたからである。．“’－．，

（11）終わりに。．。。、

先人の合格体験記を読むと；何故初めから合格した年と同じペースで勉強しな

かったのだろうかと思うことがあった。色んな理由があると思うが，合格は早け

れば早い程良いと思う。また,§;失敗はそれ程恐いものではないと思う。最も恐れ

なければいけないのは，諦めることだと思う。そのため，僕は初年度から飛ばす

だけ飛ばして,，.良い結果を得ることができた。取りあえず言えることは，諦めな

＝麺＝

ｔ
り
宝
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語

帥"、また,、この時期直前書き込みやゼミの書き込みにも割ﾛさ『せ混ぜいた趣､た。代
0陰・々木の直前書き込みは友人の結婚式と重なったため途中退場を余儀なくされたが，

結局最終成績は400番弱ぐらいであったろう。年初の答練会からあまり進歩し
ておらず，少々 落ち込んだが自分は本番に強いと言い聞力芯た6:織愁選蝿，

ﾖ』･ぷこの時期の勉強時間は,｡平日さらに｡1時間増やし憩週で40時間定あった。
（8）2次試験前1週間－2次試験乱遼鎚鵜織惣繊二魁自撫職漁蝿鶴諏隠司り

iw匙均試験前.1週間は，また会社を1週間休ませてもらづた｡iしかしながら，やるこ

0』賭
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・
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欺くIilとは殆ど同じでjただ1日の勉強時間が長くな勺ただけという有り様だ:った･と
注‘いうのは，時間がなくて多枝前のように特別な組み立てができず;:書き書き殺法’
幕．泣く泣く測量,::そこそこ余裕で最終確認の制御と原子核という感じだゎたからで
鋤曇ある&｡ただ，勉強する時間は本番の時間に合わせて行い,｡例えば意匠や制御は朝
馳拳1に勉強しという風になるべく本番を意識して勉強するようにしていたbそれで

もまったく時間が足りなかった｡．-書き響き殺法も･1巡ちよ.つとしかできず,確か
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